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巻
頭
言 

  

本
巻
は
、『
岩
崎
純
一
全
集
』
の
第
八
十
八
巻
を
成
し
、
岩
崎
の
言
語
の
著
作

物
の
う
ち
、
人
工
言
語
、
国
家
内
共
同
体
言
語
の
制
作
と
社
会
実
験
（
第
四
期

～
第
五
期
岩
崎
式
言
語
体
系
、
岩
崎
式
日
本
語
）
に
関
す
る
述
作
を
収
め
る
。 

 

目
次 

 

巻
頭
言 

 

第
一
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〇
歳
～
十
九
歳 

 

第
二
編 

二
十
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十
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g
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n
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） 

 

第
三
編 

三
十
歳
～
三
十
九
歳 

『
「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』 

『
「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』（
修
正
版
） 

『
「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』（
英
語
訳
）
翻
訳
中 

『
「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(

1)  

一
般
学
習
者
向
け

文
法
マ
ニ
ュ
ア
ル 

『
「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(

2)  

記
号
・
用
語
・
概

念
の
一
覧 

『
「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(

3)  

使
用
者
の
分
布 

『
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第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
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添
資
料(

4)  

真
格
一
覧
表 

『
「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
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大
全
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別
添
資
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5)  

我
燈
一
覧
表 

『
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第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(

6)  

検
証
実
験
の
回
答 

『「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(

7)  

動
詞
の
連
続
体
性 

『「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(

8)  

言
語
変
遷
過
程
表 

『「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(

9)  

話
題
格
の
模
式
図 

『「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(

10)  

水
海
道
方
言
と
の

類
似
性 

『「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
続
編
別
添
資
料(

1)  

論
理
値
表 

『「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
続
編
別
添
資
料(

2)  

構
文
一
覧 

『「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
続
編
別
添
資
料(

3)  

超
数
学
的
言

明
の
算
術
的
表
現
と
し
て
の
岩
崎
式
日
本
語
の
扱
い 

第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
に
つ
い
て 

「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
の
解
説
（
本
編
）
を
全
公
開
し
ま
し
た 

Q
u

e
s
tio

n
s

（
英
語
圏
の
閲
覧
者
向
け
の
ペ
ー
ジ
） 

第
五
期
岩
崎
式
日
本
語
教
本 

 

第
四
編 

四
十
歳
～
四
十
九
歳 

 

第
五
編 

五
十
歳
～
五
十
九
歳 

 

第
六
編 

六
十
歳
～
六
十
九
歳 

 

第
七
編 

七
十
歳
以
降 

 

第
八
編 

著
作
者
の
一
部
お
よ
び
著
作
権
者
が
岩
崎
純
一
で
あ
る
も
の 

 

第
九
編 

著
作
権
者
が
岩
崎
純
一
で
あ
る
も
の
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第
二
編 

二
十
歳
～
二
十
九
歳 

 

岩
崎
式
英
語
（Iw

a
sa

k
i's S

y
ste

m
 o

f R
e
co

n
s
tru

ctin
g
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n
g
lish

） 

  

二
〇
〇
五
年
十
一
月
十
八
日 

起
筆 

 

二
〇
〇
六
年
二
月
三
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
十
月
九
日 
最
終
更
新 

 

開
発
中
・
・
・ 

  

ア
メ
リ
カ
精
神
医
学
会
が2

0
1

3

年5

月
に
新
た
なD

S
M

（
バ
ー
ジ
ョ
ン5

）

を
発
表
し
た
た
め
、
岩
崎
式
言
語
体
系
に
も
変
化
・
改
訂
が
生
じ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。 

  

『「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
本
編 

  

二
〇
〇
五
年
十
一
月
二
十
四
日 

起
筆 

 

二
〇
一
二
年
八
月
十
七
日 

公
開 

 

二
〇
一
二
年
七
月
二
十
九
日 

最
終
更
新 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

 

『「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
本
編
（
修
正
版
） 

  

二
〇
〇
五
年
十
一
月
二
十
四
日 

起
筆 

 

二
〇
一
二
年
八
月
十
七
日 

公
開 

 

二
〇
一
三
年
六
月
一
日 

最
終
更
新 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

 

『「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
本
編
（
英
語
訳
） 

  

二
〇
〇
五
年
十
一
月
二
十
四
日 

起
筆 

 

二
〇
一
二
年
八
月
十
七
日 

公
開 

 

二
〇
一
三
年
六
月
一
日 

最
終
更
新 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。（
翻
訳
中
の
た
め
、
途
中
ま
で
掲
載
。） 

  

二
〇
一
九
年
二
月
十
六
日 

追
記 

 

翻
訳
時
の
注
意
点 

● 

常
観
言
・
通
観
言
の
訳 

● 
注
番
号
の
数
と
位
置 

● 
朱
部
分 

● 

書
名
は
イ
タ
リ
ッ
ク 
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● 
J

A

↓J
P

N

に
変
更
検
討 

● 
IS

R
e
J

P

↓IS
R

e
J
A

・IS
R

e
J

P
N

に
変
更
検
討 

● 
IP

A
記
号
区
別
（[ ]

と/ /

） 

  

『
「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(

1)  

一
般
学
習
者
向
け
文
法

マ
ニ
ュ
ア
ル 

  

二
〇
〇
五
年
十
一
月
二
十
四
日 

起
筆 

 

二
〇
一
二
年
八
月
十
七
日 

公
開 

 

二
〇
一
二
年
七
月
二
十
九
日 

最
終
更
新 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

 

『
「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(

2)  

記
号
・
用
語
・
概
念
の

一
覧 

  

二
〇
一
二
年
三
月
一
四
日 

起
筆 

 

二
〇
一
二
年
八
月
十
七
日 

公
開 

 

二
〇
一
五
年
十
一
月
二
十
五
日 

最
終
更
新 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

 

『「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(

3)  

使
用
者
の
分
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二
〇
〇
五
年
十
一
月
二
十
四
日 

起
筆 

 

二
〇
一
二
年
八
月
十
七
日 

公
開 

 

二
〇
一
五
年
十
一
月
二
十
五
日 

最
終
更
新 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

 

『「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(

4)  

真
格
一
覧
表 

  

二
〇
〇
五
年
十
一
月
二
十
四
日 

起
筆 

 

二
〇
一
二
年
八
月
十
七
日 

公
開 

 

二
〇
一
五
年
十
一
月
二
十
五
日 

最
終
更
新 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

 

『「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(

5)  

我
燈
一
覧
表 

  

二
〇
〇
五
年
十
一
月
二
十
四
日 

起
筆 

 

二
〇
一
二
年
八
月
十
七
日 

公
開 

 
二
〇
一
五
年
十
一
月
二
十
五
日 

最
終
更
新 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 
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『「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(

6)  

検
証
実
験
の
回
答 

  

二
〇
〇
五
年
十
一
月
二
十
四
日 

起
筆 

 

二
〇
一
二
年
八
月
十
七
日 

公
開 

 

二
〇
一
五
年
十
一
月
二
十
五
日 

最
終
更
新 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

 

『「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(

7)  

動
詞
の
連
続
体
性 

  

二
〇
〇
五
年
十
一
月
二
十
四
日 

起
筆 

 

二
〇
一
二
年
八
月
十
七
日 

公
開 

 

二
〇
一
五
年
十
一
月
二
十
五
日 

最
終
更
新 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

 

『「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(

8)  

言
語
変
遷
過
程
表 

  

二
〇
〇
五
年
十
一
月
二
十
四
日 

起
筆 

 

二
〇
一
二
年
八
月
十
七
日 

公
開 

 

二
〇
一
五
年
十
一
月
二
十
五
日 

最
終
更
新 

 

 

別
添
資
料
を
見
よ
。 

 

『「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(

9)  

話
題
格
の
模
式
図 

  

二
〇
〇
五
年
十
一
月
二
十
四
日 

起
筆 

 

二
〇
一
二
年
八
月
十
七
日 

公
開 

 

二
〇
一
五
年
十
一
月
二
十
五
日 

最
終
更
新 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

 

『「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(

10)  

水
海
道
方
言
と
の
類
似

性 

  

二
〇
〇
五
年
十
一
月
二
十
四
日 

起
筆 

 

二
〇
一
二
年
八
月
十
七
日 

公
開 

 

二
〇
一
五
年
十
一
月
二
十
五
日 

最
終
更
新 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

 

『「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
続
編
別
添
資
料(

1)  

論
理
値
表 

  

二
〇
〇
五
年
十
一
月
二
十
四
日 

起
筆 

 

二
〇
一
二
年
八
月
二
十
九
日 

公
開 
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二
〇
一
六
年
九
月
十
一
日 

最
終
更
新 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

 

『「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
続
編
別
添
資
料(

2)  

構
文
一
覧 

  

二
〇
〇
五
年
十
一
月
二
十
四
日 

起
筆 

 

二
〇
一
三
年
二
月
二
十
四
日 

公
開 

 

二
〇
一
六
年
九
月
十
一
日 
最
終
更
新 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

 

『
「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
続
編
別
添
資
料(
3)  

超
数
学
的
言
明
の

算
術
的
表
現
と
し
て
の
岩
崎
式
日
本
語
の
扱
い 

  

二
〇
一
二
年
十
月
二
十
日 

起
筆 

 

二
〇
一
三
年
二
月
二
十
八
日 

公
開 

 

二
〇
一
三
年
三
月
十
一
日 

最
終
更
新 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

  

第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
に
つ
い
て 

 

二
〇
一
二
年
七
月
二
十
二
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

  

先
週
か
ら
、
本
格
的
に
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
の
解
説
の
整
理
を
始
め
ま
し

た
。 

 

こ
れ
ま
で
の
使
用
者
は
、
主
に
解
離
性
障
害
者
・
統
合
失
調
症
者
・
自
閉
症

者
な
ど
で
し
た
が
、
今
度
は
、
大
学
の
教
養
課
程
・
芸
術
関
係
の
学
生
さ
ん
や
、

言
語
学
・
数
学
・
数
理
論
理
学
に
関
心
の
あ
る
方
々
の
目
に
も
触
れ
る
よ
う
に
、

解
説
を
全
て
公
開
す
る
予
定
で
す
。 

 

と
り
あ
え
ず
、
岩
崎
式
日
本
語
が
、「
学
術
」
的
な
新
発
明
な
ど
と
い
う
も
の

で
は
な
く
、
一
つ
の
「
芸
術
作
品
」
で
あ
る
、
と
い
う
立
場
は
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
。 

 

た
だ
、
岩
崎
式
日
本
語
の
発
想
は
、
ゲ
ー
デ
ル
の
不
完
全
性
定
理
や
ハ
イ
ゼ

ン
ベ
ル
ク
の
不
確
定
性
原
理
と
親
和
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
数
理
論
理

学
・
理
論
物
理
学
分
野
の
方
か
ら
ご
指
摘
い
た
だ
い
て
お
り
、
自
分
で
も
気
づ

い
て
い
ま
す
が
、
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
の
生
成
文
法
理
論
に
対
し
て
は
、
図
ら
ず
も

異
議
を
唱
え
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
も
そ
も
、
ゲ
ー
デ
ル
も
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
も
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
も
、
か
な
り

の
合
理
主
義
者
で
あ
り
、
中
で
も
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
は
デ
カ
ル
ト
の
世
界
観
を
踏

襲
し
て
い
る
こ
と
を
自
称
し
て
い
る
く
ら
い
で
す
。 

 
岩
崎
式
日
本
語
の
世
界
観
自
体
が
、
我
々
日
本
人
（
と
言
う
よ
り
、
こ
こ
で

は
日
本
人
の
私
）
が
日
本
人
の
発
達
障
害
者
な
ど
の
言
葉
遣
い
を
追
跡
し
た
と

き
に
本
能
的
に
感
じ
る
「
人
間
の
文
法
理
解
の
原
点
（
動
物
の
一
派
に
す
ぎ
な
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い
人
間
の
外
界
認
識
）
」
と
い
う
べ
き
も
の
を
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
的
な
合
理
精
神
は

説
明
で
き
な
い
、
と
い
う
私
の
立
場
を
表
明
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
、
岩
崎
式
日
本
語
の
論
理
構
造
自
体
が
一
つ
の
数
理
論
理
・
合
理

論
で
あ
る
、
む
し
ろ
論
理
式
・
形
式
言
語
で
記
述
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、

試
み
て
ほ
し
い
、
と
い
う
ご
要
望
を
数
理
論
理
学
・
計
算
言
語
学
分
野
の
方
か

ら
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

簡
単
に
言
う
と
、「
発
達
障
害
者
の
感
性
が
、
な
ぜ
現
代
日
本
語
や
現
代
英
語

で
は
記
述
で
き
ず
、
古
典
日
本
語
や
先
住
民
族
語
、
岩
崎
式
日
本
語
で
は
記
述

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
岩
崎
さ
ん
が
考
え
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
、
数
学

的
に
記
述
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
ご
要
望
で
す
。 

 

私
自
身
も
、
自
分
の
言
語
の
数
学
的
記
述
が
可
能
な
ら
ば
素
晴
ら
し
い
と
思

っ
て
い
ま
す
が
、
何
し
ろ
、
い
く
ら
色
々
な
分
野
に
目
を
通
し
て
い
る
か
ら
と

言
っ
て
も
、
数
学
の
プ
ロ
で
は
な
い
の
で
、
な
か
な
か
前
途
多
難
で
す
。 

  

「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
の
解
説
（
本
編
）
を
全
公
開
し
ま
し
た 

 

二
〇
一
二
年
八
月
十
七
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

（
二
〇
一
八
年
七
月
十
五
日
追
記
：
現
在
、
リ
ン
ク
先
の
岩
崎
の
旧
サ
イ
ト
の

内
容
は
『
全
集
』
に
収
録
。） 

 

「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
の
解
説
を
以
下
の
ア
ド
レ
ス
に
掲
載
し
ま
し
た
。 

 

一
般
学
習
者
向
け
文
法
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
あ
り
ま
す
。 

 

本
編
は
、
従
来
の
言
語
学
記
号
を
多
少
独
自
に
用
い
た
解
説
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

続
編
は
後
日
載
せ
る
予
定
で
す
。 

 

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
（
本
編
一
ペ
ー
ジ
目
に
あ
り
ま
す
）
が
や
た
ら
と
長
い
で
す

が
、「
個
人
的
な
芸
術
性
を
帯
び
た
言
語
学
的
成
果
」
と
い
う
よ
り
も
「
偶
然
に

も
学
術
性
を
帯
び
て
い
る
芸
術
作
品
」
で
あ
る
と
い
う
私
の
こ
の
言
語
へ
の
態

度
を
よ
く
表
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
。 

 

第
四
期
の
目
標
は
、「
重
度
解
離
や
重
度
鬱
を
帯
び
た
言
語
障
害
者
が
、
例
え

ば
従
来
の
よ
う
に
、
買
い
物
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
冷
蔵
庫
に
貼
る
メ
モ
の
文
章

に
使
え
る
よ
う
な
言
語
で
あ
る
こ
と
」
と
、「
言
語
学
・
数
学
・
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

的
な
知
見
と
実
用
に
耐
え
う
る
高
度
学
術
性
を
失
わ
な
い
で
記
述
す
る
こ
と
」

と
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
で
す
。 

h
ttp

://iw
a

sa
k

iju
n
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n
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o
n

g
o
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  Q
u

e
s
tio

n
s

（
英
語
圏
の
閲
覧
者
向
け
の
ペ
ー
ジ
） 

  

二
〇
一
六
年
八
月
十
日 

起
筆 

 

二
〇
一
六
年
九
月
一
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
四
月
二
十
四
日 

最
終
更
新 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 
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第
五
期
岩
崎
式
日
本
語
教
本 

  

二
〇
〇
五
年
十
一
月
二
十
四
日 

起
筆 

 

二
〇
一
二
年
八
月
十
七
日 

女
性
施
設
の
閲
覧
室
に
て
提
供
開
始 

 

二
〇
一
七
年
二
月
二
十
四
日 

第
五
期
用
に
作
り
替
え
、
試
用
中 

 

二
〇
一
七
年
三
月
二
十
七
日 

最
終
更
新 

  

現
在
、
一
般
利
用
者
に
は
非
公
開
だ
が
、
公
開
準
備
中
。 

他
の
閲
覧
希
望
者
は
、
個
別
に
岩
崎
ま
で
問
い
合
わ
せ
よ
。
ま
た
は
、
各
女

性
施
設
の
閲
覧
室
を
訪
れ
よ
。 


